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１．概要  

中津市・中津市教育委員会は、11 月 13 日（水）、大学共同利用機関法人人間文化研究

機構国文学研究資料館（東京都立川市、ロバート キャンベル館長）と同館が構築する「新

日本古典籍総合データベースの構築協力に関する覚書」を締結いたします。同事業に市町

村が参画するのは全国で中津市が初めてのことです。 

２．新日本古典籍総合データベースについて  

国文学研究資料館は、平成 26 年度から開始された「日本語の歴史的典籍の国際共同研究

ネットワーク構築計画」に基づき、「新日本古典籍総合データベース」

（https://kotenseki.nijl.ac.jp/）の構築を進めています。この事業は、各地の重要な古

典籍を高精彩に撮影し、インターネット上で公開するというもので、事業を通じて、日本

及び世界各国の古典籍研究者の研究に貢献しています。 

３．中津市が参画することの意義  

江戸時代の中津藩は蘭学を奨励し、『解体新書』の編著者である前野良沢や、日本初の

日蘭辞書『蘭語訳撰』を編さんした奥平昌高らを輩出しました。現在でも中津に伝わった

蘭学や医学に関する貴重な資料を納めた、医家史料館が２館存在しています。これら史料

館が所蔵する史料は通常、展示や事前申請による閲覧以外では市民のみなさんに触れてい

ただく機会がありませんでした。当事業に協力することにより、市が所蔵する貴重な資料

群をカラー・デジタル画像にて公開し、幅広く利用いただけるようになります。撮影は平

成２９年度より開始し、本年度は４４点の公開を予定します。また中津市歴史博物館は、

本事業の中核を担う施設として機能し、博物館の施設を利用して順次撮影を実施するほか、

博物館開館の際にロビーにデータベースを閲覧できる端末を設置し、来館者にも触れてい

ただく予定です。 

４．覚書の締結式  

中津市歴史博物館の開館を記念して、国文学研究資料館のロバート・キャンベル館長と

奥塚正典中津市長、粟田英代中津市教育長により本覚書の締結式を開催します。 

■覚書締結 国文学研究資料館長 ロバート・キャンベル 氏 

中津市長 奥塚正典 

中津市教育長 粟田英代 

全国の自治体初！国文学研究資料館との古典籍データベース構築 
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■日時 令和元年 11 月 13 日（水）13 時 00 分～ 

■会場 中津市歴史博物館 ロビー 

５．トークセッション  

調印式ののち、ロバート・キャンベル館長と、ヴォルフガング・ミヒェル九州大学名誉

教授が、「地方の資料が語るもの」と題して、６０分程度のトークセッションを行います。 

■日時 令和元年 11 月 13 日（水）調印式終了後 

■会場 中津市歴史博物館 ロビー（申込不要・参加無料） 

 

ロバート・キャンベル 氏（※別紙参照） 

1957 年、アメリカ・ニューヨーク生まれ。ハーバード大学大学院を修了後、九州大学へ

留学。九州大学文学部講師を経て国文学研究資料館助教授、東京大学教授を経て国文学研

究資料館館長に着任。専門は近世から明治期にかけての漢文学。メディアでも活躍し、日

本テレビ「スッキリ」では火曜日のレギュラーコメンテーターをつとめる。 

 

ヴォルフガング・ミヒェル 氏 

1946 年、ドイツ・フランクフルト生まれ。フランクフルト大学大  

学院終了後、1974 年に来日。九州大学外国人教師から同大助教授、同

大学院教授、研究院長、副学長を歴任。現在は九州大学名誉教授。2004

年には、ドイツ連邦共和国功労十字勲章受章。専門は日欧交流史・医

史学。中津市においては１７年の長きにわたり医家史料館の史料調査

を行い、毎年、報告書（現在１８巻）を刊行している。 

 

 

 

 

 

【問合先】 

教育委員会社会教育課文化財室  

担当：曽我（TEL：0979-23-8615） 




